
昆
山
市
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

中
国
江
蘇
省
に
あ
る
昆こ

ん

山ざ
ん

市
は
、
長
江

デ
ル
タ
の
東
部
に
位
置
す
る
中
国
随ず

い

一い
ち

の

名め
い

勝し
ょ
う

地
で
「
東
洋
の
ベ
ニ
ス
」
と
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。
上
海
市
の
西
約
50
㎞
に
隣
接

し
て
い
る
た
め
、
そ
の
立
地
条
件
の
良
さ

か
ら
、
近
年
は
欧
米
や
日
本
を
は
じ
め
と

す
る
多
数
の
海
外
企
業
が
進
出
し
、
工
業

の
街
と
し
て
急
激
な
発
展
を
遂
げ
て
い
ま

す
。

　

か
つ
て
、
三
国
時
代
に
は
呉ご

の
中
心
地

と
し
て
栄
え
、
ま
た
、
日
本
の
着
物
（
呉

服
）
の
発
祥
の
地
と
し
て
も
有
名
な
、
歴

史
的
に
も
由
緒
あ
る
土
地
で
す
。

▼
面
積
＝
９
２
１
㎢　

▼
人
口
＝
約
60
万

人　
（
２
０
０
１
年
デ
ー
タ
）　

▼
交
通
＝

上
海
浦プ

ー

東ト
ン

国
際
空
港
よ
り
車
で
約
１
時
間

昆
山
市
と
田
原
市
の
交
流

　

旧
赤
羽
根
町
は
、
昆
山
市
と
平
成
５
年

５
月
14
日
に
友
好
都
市
提
携
を
行
い
、
隔

年
で
の
中
学
生
や
行
政
関
係
者
の
相
互
派

遣
、
昆
山
市
か
ら
の
農
業
研
修
生
受
け
入

れ
な
ど
を
通
し
て
相
互
理
解
を
深
め
て
き

ま
し
た
。

　

平
成
15
年
８
月
の
合
併
後
も
友
好
関
係

は
田
原
市
が
引
き
継
ぎ
、
今
後
の
提
携
の

あ
り
方
や
、
新
し
い
交
流
に
つ
い
て
協
議

を
進
め
て
い
ま
す
。
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▲風情ある水路が観光名所となっている周庄（しょそう）

知
っ
て
い
ま
す
か
？

日
本
と
中
国
の
ク
リ
ス
マ
ス

　
「
日
本
人
に
ク
リ
ス
マ
ス
は
関
係
な
い
！
」

と
い
う
意
見
も
あ
り
ま
す
が
、「
ク
リ
ス
マ
ス
」

は
俳
句
の
季
題
に
も
使
わ
れ
て
お
り
、
意
外
と

そ
の
歴
史
は
古
い
の
で
す
。

■
日
本

　

日
本
で
最
初
に
ク
リ
ス
マ
ス
を
祝
っ
た
の

は
、
室
町
時
代
（
１
３
３
８

－

１
５
７
３
）
の

キ
リ
シ
タ
ン
大
名
（
キ
リ
ス
ト
教
を
信
仰
す
る

大
名
）
だ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
当
時
は
、

敵
同
士
の
キ
リ
シ
タ
ン
大
名
が
一
時
休
戦
し
て

ま
で
祝
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
市
民
に

ク
リ
ス
マ
ス
の
風
習
が
広
ま
っ
た
の
は
明
治
以

降
の
１
８
７
５
年
ご
ろ
か
ら
。
明
治
10
年
代
に

は
ク
リ
ス
マ
ス
用
品
が
輸
入
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
次
第
に
一
般
家
庭
で
も
催
し
が
行
わ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

■
中
国

　

中
国
に
ク
リ
ス
マ
ス
が
伝
わ
っ
た
の
は
ご

く
最
近
の
１
９
９
０
年
代
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
国
の
祝
日
に
定
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、

都
市
部
で
は
ク
リ
ス
マ
ス
セ
ー
ル
や
カ
ー
ド
の

交
換
が
行
わ
れ
ま
す
。
家
庭
に
お
け
る
ク
リ
ス

マ
ス
の
有
無
は
、
お
母
さ
ん
の
裁
量
に
よ
る
よ

う
で
す
。
昆
山
市
は
大
き
な
都
市
で
す
の
で
、

ク
リ
ス
マ
ス
シ
ー
ズ
ン
に
は
街
中
が
イ
ル
ミ
ネ

ー
シ
ョ
ン
で
輝
く
こ
と
で
し
ょ
う
。




